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信
頼
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
マ
ッ
ト
一
層
の
場

合
で
は
、
立
ち
上
が
り
の
塗

膜
不
足
や
入
隅
・
ジ
ョ
イ
ン

ト
部
分
の
動
き
が
大
き
い
場

合
に
不
安
が
残
り
ま
す
が
、

ガ
ラ
ス
マ
ッ
ト
二
層
に
中
塗

り
、
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
と
い
う

オートロック錠『セリュールプレミア』
埼玉県、既存住宅街区のスマートハウス化へ補助事業
床下用攪拌・換気システム

　
今
月
も
、
前
月
に
引
き

続
き
、
幕
末
の
思
想
家
・

教
育
者
で
あ
る
吉
田
松
陰

の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す

　
「
そ
れ
重
き
を
以
て
任

と
為
す
者
、
才
を
以
て
た

の
み
と
為
す
に
足
ら
ず
。

知
を
以
て
た
の
み
と
為
す

に
足
ら
ず
。
必
ず
や
志
を

以
て
気
を
率
い
、
黽
勉

（
び
ん
べ
ん
）
に
従
い
て

し
か
る
の
ち
可
な
り
」

　
こ
れ
を
現
代
語
訳
し
ま

す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
「
重
要
な

仕
事
を
す
る

者
は
、
才
能

ば
か
り
を
頼

り
と
す
る
よ
う
で
は
だ
め

で
あ
る
。
知
識
な
ど
を
頼

り
と
す
る
よ
う
で
も
だ
め

で
あ
る
。
必
ず
、
何
の
た

め
に
そ
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
、
気
持
ち
を

奮
い
立
た
せ
、
本
気
に
な

っ
て
仕
事
に
励
む
こ
と
に

よ
り
、
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
」

　
即
ち
、
や
っ
つ
け
仕
事

は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
志
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
一
度
決
め

た
「
誓
願
」
は
、
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
や
り
き
る
こ

と
で
、
目
的
は
達
せ
ら
れ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
仕
事
と
い
う
も

の
に
は
、
も
ち
ろ
ん
一
日

も
早
く
慣
れ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
同
時
に
慣
れ

す
ぎ
て
も
い
け
な
い
。

　
と
か
く
、
ベ
テ
ラ
ン
と

呼
ば
れ
る
人
や
、
そ
の
道

の
プ
ロ
中
の
プ
ロ
と
自
覚

す
る
人
ほ
ど
、
意
外
に
や

っ
つ
け
仕
事
に
な
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　
や
は
り
、「
初
心
忘
る
べ

か
ら
ず
」
で
あ
り
、
何
が

何
で
も
「
初
志
貫
徹
」
す

べ
き
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
上
で
、
何
の
た
め
に

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
目
的
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

　
そ
う
し
て
、
真
摯
に
仕

上
げ
た
仕
事
は
、
や
は
り

ど
こ
か
が
違
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
心
と
い
う

も
の
が
表
れ
て
い
ま
す
。

何
を
お
い
て
も
、
心
こ
そ

大
切
な
の
で
す
。

　
そ
れ
に
は
、
常
に
自
分

の
志
を
鍛
え
磨
き
、
日
々

新
た
な
気
持
ち
で
仕
事
に

臨
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
常
に
あ
ら
ゆ

る
「
善
き

こ
と
」
に

対
し
、
感

激
と
熱
意

を
持
て
る

人
間
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

自
分
に
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
、
本
当
の
意
味
の
ベ

テ
ラ
ン
に
な
り
、
プ
ロ
中

の
プ
ロ
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
初
志

貫
徹
し
て
、
真
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
躍
進
の
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

提
案
「
足
場
パ
ッ
ク
」
で
は
、

現
在
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
で
す
。

　
な
か
で
も
、
戸
建
て
向
け

の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
既
設
施
工
と

ウ
レ
タ
ン
防
水
に
ご
依
頼
、

お
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
躍
進
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
は
、

当
社
独
自
の
２
Ｐ
Ｌ
Ｙ
＋
ド

レ
ン
部
の
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
工
法
」
が
最
大
の
特
徴
。

創
業
以
来
五
万
棟
以
上
の
施

工
実
績
で
培
わ
れ
た
技
術
に

よ
り
、
漏
水
事
故
ゼ
ロ
件
の

手
順
の
場
合
、
入
隅
部
が
四

層
に
な
る
た
め
安
心
で
す
。

　
ド
レ
ー
ン
部
分
に
は
「
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
工
法
」
を
採

用
し
、
躯
体
の
動
き
に
追
従

し
て
破
断
、
ひ
び
割
れ
、
剥

離
を
防
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
レ
タ
ン
施
工
の

新
提
案
「
ウ
レ
タ
ン
ス
プ
レ

ー
シ
ス
テ
ム
」
は
、
無
溶
剤

タ
イ
プ
の
超
高
速
硬
化
型
ポ

リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
と
専
用
の

ス
プ
レ
ー
マ
シ
ン
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
吹
付
後
の
タ

ッ
ク
フ
リ
ー
が
三
～
一
〇
秒
、

歩
行
可
能
は
一
五
～
三
〇
分

を
誇
る
「
超
ス
ピ
ー
ド
施

工
」
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
躍
進
ま

で
お
気
軽
に
。

Ｆ
Ｒ
Ｐ
既
設
施
工

➡
beforeafter

ウ
レ
タ
ン
施
工➡

beforeafter
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躍
進
が
今
回
ご
案
内
す
る

後
付
け
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
錠

『
セ
リ
ュ
ー
ル
プ
レ
ミ
ア
』

（
写
真
右
上
）は
、
ク
ル
マ
の

鍵
と
同
じ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

「
セ
リ
ュ
ー
ル
ス
マ
ー
ト
キ

ー
」
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ア
に
近
づ
く
だ
け
で
解

錠
す
る
Ｆ
Ｏ
Ｂ
キ
ー
（
電
池

式
ス
マ
ー
ト
キ
ー
）
を
カ
バ

ン
、
ポ
ケ
ッ
ト
等
に
持
っ
て

い
れ
ば
、
画
面
に
触
れ
る
だ

け
で
解
錠
で
き
ま
す
。
帰
宅

時
は
パ
ネ
ル
を
軽
く
タ
ッ
チ

す
る
だ
け
で
簡
単
に
解
錠
し

ま
す
（
写
真
右
下
）。

　
両
手
が
荷
物
で
ふ
さ
が
っ

て
い
て
も
、
小
さ
な
お
子
様

を
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
で
も
、

カ
ギ
が
バ
ッ
グ
の
奥
深
く
に

入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
て

も
、
指
先
ひ
と
つ
で
カ
ギ
が

開
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
キ
ー
を
持

っ
て
い
な
く
て
も
テ
ン
キ
ー

で
解
錠
可
能
。
四
桁
か
ら
一

二
桁
の
暗
証
番
号
を
テ
ン
キ

ー
操
作
で
入
力
す
れ
ば
、
簡

単
に
解
錠
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
キ
ー
を
持
ち
、

本
体
（
ス
タ
ー
ト
／
エ
ン
ド

タ
ッ
チ
部
）
に
、
タ
ッ
チ
す

る
だ
け
で
も
解
錠
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
キ
ー
を

携
帯
し
、
ド
ア
に
一
メ
ー
ト

ル
以
内
に
近
づ
け
ば
自
動
的

に
解
錠
し
た
り
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
キ

ー
を
持
ち
画
面
に
タ
ッ
チ
し

て
か
ら
解
錠
し
た
り
す
る
よ

う
に
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
。

　
Ｆ
Ｏ
Ｂ
キ
ー
は
一
台
に
つ

き
五
個
ま
で
登
録
で
き
ま
す
。

本
体
と
Ｆ
Ｏ
Ｂ
キ
ー
が
双
方

向
で
通
信
す
る
こ
と
に
よ
り

ド
ア
を
解
錠
し
ま
す
。

　
部
屋
の
中
か
ら
開
け
る
場

合
は
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
簡
単
に
解
錠

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
サ

ム
タ
ー
ン
を
回
し
て
解
錠
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
引
き
戸
や
全
面
ガ
ラ
ス
戸
、

極
端
に
厚
み
の
あ
る
ド
ア
を

除
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ド
ア

に
取
り
付
け
る
事
が
で
き

（
写
真
左
　
施
工
例
）、 

現
在

お
使
い
の
補
助
錠
部
分
を
外

し
て
取
り
付
け
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
乾
電
池
に
よ
る
電

源
供
給
な
の
で
停
電
時
で
も

作
動
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
配

線
工
事
は
不
要
で
す
。
そ
し

て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
は
二
四
時

間
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
対
応

い
た
し
ま
す
。

　
『
セ
リ
ュ
ー
ル
プ
レ
ミ
ア
』

の
お
問
い
合
わ
せ
は
躍
進
ま

で
お
気
軽
に
。
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ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
東
京
都
は
七
月
一
日
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
進

展
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
拡
大
に
向
け
て
、
住

宅
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
と

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
機
器

導
入
に
対
す
る
補
助
（
既
存

住
宅
に
お
け
る
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
促
進
事
業
）
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
断
熱
性
能
の
高
い
高
性
能

建
材
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
リ

フ
ォ
ー
ム
」
と
「
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
機
器
の
設
置
」

を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
補
助

要
件
で
す
。

直
し
に
向
け
た
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
勉
強
会
は
個
別
の
論

点
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
情

報
を
共
有
す
る
の
が
目
的
で
、

見
直
し
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の

住
宅
宅
地
分
科
会
の
委
員
が

任
意
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
同
日
の
勉
強
会
で
は
個
別

論
点
と
し
て
今
回
の
見
直
し

の
根
幹
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る

住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
四
人
の
委
員
か
ら
資
料

が
提
出
さ
れ
、
既
存
住
宅
の

活
用
方
法
や
不
動
産
業
界
の

課
題
な
ど
市
場
の
現
状
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
の
補
助
（
既
築

住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
高

性
能
建
材
導
入
促
進
事
業
）

を
受
け
て
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー

ム
を
実
施
す
る
こ
と
、
補
助

対
象
の
住
宅
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
等

を
導
入
す
る
こ
と
も
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
高
性
能
建
材
を
活
用
し

た
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
」
で

は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る

費
用
の
六
分
の
一
（
上
限
七

五
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

国
の
補
助
と
合
算
し
て
、
費

用
の
二
分
の
一
が
補
助
さ
れ

ま
す
。

　
「
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

機
器
の
設
置
」
で
は
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て

太
陽
電
池
の
出
力
一
キ
ロ
ワ

ッ
ト
あ
た
り
二
万
円
（
上
限

一
九
・
九
万
円
）、太
陽
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
集
熱

器
の
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
七
万
円
（
上
限
五
〇

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。
太

陽
光
発
電
と
太
陽
熱
利
用
の

い
ず
れ
か
一
つ
ま
た
は
両
方

の
設
置
が
可
能
で
す
。

　
補
助
対
象
は
、
補
助
対
象

機
器
等
を
設
置
す
る
戸
建
て

住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
の
所

有
者
、
管
理
組
合
等
と
な
り

ま
す
。

　
申
請
期
間
は
二
〇
一
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

ン
に
変
え
て
い
く
も
の
で
す
。

民
間
の
技
術
力
や
営
業
力
と

県
の
信
用
力
を
合
わ
せ
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
構
築

す
る
た
め
、
協
働
事
業
者
を

選
定
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

県
内
各
地
に
拡
大
し
、
そ
の

取
組
成
果
を
も
と
に
協
働
事

業
者
に
よ
る
モ
デ
ル
街
区
以

外
の
街
区
へ
の
展
開
を
目
指

し
ま
す
。

　
補
助
制
度
の
内
容
は
、
一

戸
当
た
り
の
補
助
限
度
額
を

合
計
一
〇
〇
万
円
と
し
、
各

対
象
施
設
の
上
限
額
内
で
費

用
総
額
の
二
〇
％
の
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金
の

　
埼
玉
県
は
今
年
度
、
既
存

住
宅
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
化

を
推
進
す
る
た
め
の
「
埼
玉

エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
新
た
な
補
助

事
業
「
ミ
ニ
エ
コ
タ
ウ
ン
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
が
過
去
に
販

売
し
た
分
譲
地
の
中
か
ら
選

定
さ
れ
る
「
ミ
ニ
エ
コ
タ
ウ

ン
・
モ
デ
ル
街
区
」
で
エ
コ

リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
し
た
場

合
に
一
定
額
の
補
助
が
行
わ

れ
る
制
度
と
し
て
、
今
年
六

月
に
「
ミ
ニ
エ
コ
タ
ウ
ン
・

モ
デ
ル
街
区
」
の
選
定
が
行

わ
れ
、
協
働
事
業
者
と
し
て

ア
キ
ュ
ラ
ホ
ー
ム
、
積
水
ハ

ウ
ス
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ポ
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
、
パ
ナ
ホ
ー
ム
リ

フ
ォ
ー
ム
の
四
社
、
対
象
と

な
る
一
九
の
街
区
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
民
間
事
業
者

と
同
県
の
協
働
で
小
規
模
な

既
存
住
宅
街
区
を
エ
コ
タ
ウ

対
象
と
な
る
工
事
は
今
年
六

月
十
五
日
以
降
の
契
約
分
で
、

補
助
金
申
請
書
の
期
限
は
二

〇
一
六
年
二
月
二
十
九
日

（
埼
玉
県
に
必
着
）。補
助
金

実
績
報
告
書
の
期
限
は
工
事

完
了
三
〇
日
以
内
ま
た
は
二

〇
一
六
年
三
月
十
八
日
の
う

ち
、
ど
ち
ら
か
早
い
期
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
は
七
月
十
四

日
、
住
生
活
基
本
計
画
の
見

中古購入者の半数以上が
「新築と迷わず」購入　アットホーム調べ

　不動産情報サービスのアットホーム（東京都大田区）
は7月9日、5年以内に首都圏（1都3県）の自宅を「売却
した人」295名と、中古住宅を「購入した人」386名を
対象に、売却・購入時における“売り手” と“買い手”の
気持ちに関する調査の結果を発表しました。
　中古住宅購入者への調査では、「住宅購入時に、新築
を買うかどうか迷いましたか？」という問いについて、
「はい」が35.8％だったのに対し、「いいえ」は54.1％
と半数を超えました。中古物件を買おうと思った理由で
は、「立地が良かったから」（34.7％）、「新築よりも安
かったから」（29.3％）、「リフォームすれば良いと思っ
たから」（11.1％）が上位に入りました。今の自宅は「良
い買い物だった」と思っている人は69.7％でした。
　住宅売却者への調査では、「住宅購入時から将来自宅
を売却することを予定していましたか？」という問いに対
し、「はい」が22.0％、「いいえ」が52.5％でした。自宅
を売却した理由は、「もっと良い住宅へ住み替えしたかっ
たら」、「もっと良い場所へ住み替えしたかったら」が合
わせて6割超。続いて「家族が減って広い家が必要なく
なったから」、「収入が減ったから」「親または子供と同
居するため」といった理由が見られました。売却価格に
満足している人は37.6％でした。
　同調査の実施期間は今年6月12日から6月15日。調
査方法はインターネットリサーチによるものです。住宅売
却者の内訳は、マンションが62.4％、一戸建てが37.6％、
中古住宅購入者の内訳は、マンションが67.6％、一戸建
てが32.4％でした。

賃貸居住者の7割超が
機能性に不満　ＬＩＸＩＬ住研調べ

　ＬＩＸＩＬ住宅研究所（東京都江東区）は、賃貸のアパー
トやマンション、公営住宅に住む全国の既婚女性750人
を対象に、現在の住まいへの不満点や賃貸住宅を選ぶ際
の必須条件について、5月28日から6月2日に調査した結
果を公表しました。現在住んでいる賃貸住宅の機能性に
ついて質問したところ、「不満点がある」が75.7％、「特に
不満点はない」が24.3％となりました。賃貸住宅の形態
別に見ると、アパートに住んでいる人の不満が高く80.6
％でした。
　現在住んでいる賃貸住宅の機能性について不満を持つ
568人に、どのような点が不満か尋ねた問いで20％以上
の比率となったものは、「上階の足音や声が響く」が27.5
％、次いで「断熱効果が弱く、夏暑く、冬寒い」が24.8％、

「風通しが悪く、湿気がこもり、カビがはえやすい」23.6％、
「壁が薄いため、隣室や外の音がうるさく、室内の音も外
にもれる」23.1％でした。上階の足音や隣室の音など、防
音（遮音）に関わる項目が上位に入っています。
　賃貸住宅を選ぶ際の、選択の必須条件についての問い
では、「風呂とトイレは別室になっていること」が68.8％、

「内装がきれいであること」が58.3％、「ベランダ・バルコ
ニーがあること」が52.0％、「駐車場があること」が47.9
％、「部屋の防音効果が高いこと」が45.5％と、すべて40
％以上となっています。

住
生
活
基
本
計
画
見
直

し
　
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
勉
強
会	

国
交
省

既
存
住
宅
に
お
け
る
再

エ
ネ
・
省
エ
ネ
補
助
を

開
始	

東
京
都
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躍進
お気軽にお問い合わせ・ご相談下さい。

をクリックして下さい。

躍
進
で
は

数
々
の
商
品
を
常
時

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

工 事 事 業

プレカット事業
設 計 事 業
不 動 産 事 業

株式会社
ヤクシンジャパン

関連会社

躍進 検索

TEL.029-804-3388
FAX.029-804-3399

TEL.028-652-7307
FAX.028-652-7308

TEL.04-7162-7734
FAX.04-7162-7735

TEL.048-688-3388
FAX.048-680-7615

TEL.03-6804-2541
FAX.03-6804-2542

TEL.0466-41-3006
FAX.0466-41-3007

本社埼玉（営）

栃木（営）

TEL.022-781-3288
FAX.022-781-1066

仙台（営）

土浦（営）

神奈川（営）

千葉（営）
東京（営）

防水　木材保存　外壁・屋根　塗装　地質調査・改良
基礎・スーパーエアドーム工法　建て方・大工
リニューアル・リフォーム　オール電化　太陽光発電
プレカット　建て方　大工工事
設計　商業施設　インテリアコーディネーター
不動産売買・仲介　不動産再活（再生・活用）・リニューアル（プランニング・施工）　
ファイナンシャルプランニング　コンサルティング業務（目的／資産価値の最大化／
相続対策／資産運用／事業承継対策／Ｍ＆Ａ／住宅ローンアドバイザー／不動産管理）

提 携 先
弁護士／公認会計士／税理
士／司法書士／ファイナン
シャルプランナー〈ＣＦＰ・ＡＦＰ〉

東北地区もエリアにおさめ

「百年企業」としての

機動力を確保！

躍進
営業所の所在地

株式会社
関連会社

株式会社
First Arrows（ファースト

アローズ）

ファーストアローズ

床下用攪拌・換気システム

にわかに注目されている床下の湿気対策の切り札
かかくく ははんん

2015 年（平成 27年）8月 1日（土） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）

　
躍
進
で
は
、
床
下
に
お
け

る
シ
ロ
ア
リ
・
腐
朽
菌
対
策

と
し
て
、
毎
年
三
月
よ
り
床

下
点
検
を
お
勧
め
し
て
お
り

ま
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
床
下
の

湿
気
を
除
去
す
る
た
め
の
仕

組
み
と
し
て
、
平
成
十
九
年

よ
り
『
床
下
用
攪
拌
・
換
気

シ
ス
テ
ム
』（
写
真
）を
ご
提

案
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
近
年
の
長
雨
や

台
風
の
影
響
も
あ
り
、
今
季

に
入
っ
て
『
床
下
用
攪
拌
・

換
気
シ
ス
テ
ム
』
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
注
目
さ
れ
て
お

り
、
お
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
て
い
ま
す
。

一
台
で
二
〇
坪
ま
で
の

床
下
を
攪
拌・換
気

　
夏
の
住
ま
い
対
策
で
湿
気

対
策
は
特
に
や
っ
か
い
な
も

の
。
特
に
床
下
の
湿
気
は
盲

点
と
な
り
や
す
く
、
基
礎
断

熱
工
法
を
採
用
し
て
い
る
家

で
は
、
床
下
の
基
礎
部
分
で

夏
型
結
露
が
発
生
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
躍
進
が
お
届
け
す
る
『
床

下
用
攪
拌
・
換
気
シ
ス
テ

ム
』
は
、
中
央
部
設
置
に
よ

る
ダ
イ
レ
ク
ト
換
気
（
新
方

式
）
に
よ
り
一
台
で
二
〇
坪

ま
で
の
床
下
を
カ
バ
ー
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
従
来
の
床
下

換
気
扇
三
台
分
に
相
当
し
ま

す
。

　
換
気
と
撹
拌
機
能
を
同
時

に
搭
載
し
た
高
効
率
換
気
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
床
下
中
央

部
の
高
湿
エ
リ
ア
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
撹
拌
換
気
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
布
基
礎
や
基

礎
パ
ッ
キ
ン
工
法
、
基
礎
断

熱
工
法
等
、
あ
ら
ゆ
る
構
造

の
床
下
に
設
置
可
能
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
基
礎
断

熱
工
法
は
、
床
下
に
湿
気
が

溜
ま
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
基
礎
に
断
熱

を
施
し
て
、
床
下
空
間
を
室

基
礎
断
熱
工
法
に
は

欠
か
せ
な
い
シ
ス
テ
ム

内
と
し
て
捉
え
て
い
る
た
め

で
す
。
そ
し
て
、
省
エ
ネ
や

コ
ス
ト
面
を
は
じ
め
、
特
に

寒
冷
地
で
は
快
適
な
室
内
環

境
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
工

法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
方
で
、
基
礎
断
熱

に
よ
っ
て
、
床
下
に
夏
型
結

露
が
発
生
し
、
カ
ビ
が
繁
殖

し
た
り
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、

さ
ら
に
は
シ
ロ
ア
リ
に
よ
る

断
熱
材
や
木
部
へ
の
食
害
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
換
気

不
足
に
よ
る
湿
気
が
原
因
で

す
。
床
下
も
「
居
室
」
と
考

え
れ
ば
、
当
然
換
気
は
必
要

で
す
。
そ
れ
を
怠
れ
ば
、
せ

っ
か
く
の
高
性
能
住
宅
が
泣

く
と
い
う
も
の
で
す
。

『
床
下
用
攪
拌
・
換
気
シ
ス

テ
ム
』
は
、
本
体
の
空
気
攪

拌
機
能
に
加
え
ダ
ク
ト
配
管

に
よ
る
床
下
全
域
へ
の
通
気

と
換
気
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　
中
基
礎
や
、
人
通
口
の
配

置
・
形
状
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
に
よ
る
換
気
の
ム
ダ
を
排

除
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
通
風
経

路
が
設
計
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
健
康
な
床
下
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
『
床
下
用
攪
拌
・
換
気
シ

ス
テ
ム
』
の
お
問
合
せ
は
躍

進
ま
で
お
気
軽
に
。


